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１． 会社概況

セグメント別売上高（連結）/2009年度　（単位：億円）

 390

715

1,316

490

328

電子材料事業

機能・加工製品事業

有機系素材事業

無機系素材事業

その他

10.9%

20.1％

41.8% 11.3%

15.9%

■創■創 立立 １９１５（大正４）年１９１５（大正４）年

■■代表取締役社長代表取締役社長 川端川端 世輝世輝

■資■資 本本 金金 ３３７０７０億円億円 （（20201010年年33月月3131日日現在現在））

■■連結売上高連結売上高 ３，３，２３９２３９億円億円 （（20092009年度）年度）

■従■従 業業 員員 数数 連結連結 ４，４，７４２７４２名名 単体単体 ２，２，９０９９０９名名 （（20201010年年33月月3311日日現在現在））



高熱伝導性高熱伝導性セラミックス基セラミックス基板板
｢｢ＡＮプレート」ＡＮプレート」

高熱伝導性アルミニウム基高熱伝導性アルミニウム基板板
「「ヒットヒットプレート」プレート」

半導体封止用フィラー半導体封止用フィラー
「溶融「溶融シリカシリカ」」

機能性機能性接着剤接着剤
「ハードロック」「ハードロック」

電導性シート電導性シート
「ＥＣシート」「ＥＣシート」

ダイシングダイシングテープテープ
「エレグリップ」「エレグリップ」

２－１．主な製品群：電子材料２－１．主な製品群：電子材料



ウィッグ用合成繊維ウィッグ用合成繊維
「トヨカロン」「トヨカロン」

食品包装用シート食品包装用シート
「デンカ「デンカOPSOPS」」

電気絶縁用粘着テープ電気絶縁用粘着テープ
「ビニテープ」「ビニテープ」

プラスチック雨プラスチック雨どいどい
「トヨ雨「トヨ雨どいどい」」

高分子ヒアルロン酸製剤高分子ヒアルロン酸製剤
「「関節機能改善剤関節機能改善剤」」

特殊透明シート特殊透明シート
「クリアレンシート」「クリアレンシート」

２－２．主な製品群：機能・加工製品２－２．主な製品群：機能・加工製品



透明樹脂透明樹脂 耐熱樹脂耐熱樹脂「マレッカ」「マレッカ」ＳＢＣ樹脂「ＳＢＣ樹脂「クリアレンクリアレン」」

特殊合成ゴム特殊合成ゴム
「デンカクロロプレン」「デンカクロロプレン」

高純度カーボンブラック高純度カーボンブラック
「デンカブラック」「デンカブラック」

２－３．主な製品群：有機系素材２－３．主な製品群：有機系素材



膨張膨張材材「「デンカデンカＣＳＡ」ＣＳＡ」

グラウトグラウト用無収縮材用無収縮材
「「デンカデンカタスコン」タスコン」

コンクリートコンクリート急結材急結材
「「デンカデンカナトミック」ナトミック」

炭化カルシウム「炭化カルシウム「カーバイト」カーバイト」

肥料「とれ太郎肥料「とれ太郎」

２－４．主な製品群：無機系素材２－４．主な製品群：無機系素材
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３．国内製造拠点

1 青海工場

独自のカーバイド化学を軸に、カーバイド、石灰

窒素、クロロプレンゴム、セメント、特殊混和材

など製造。石灰石の可採埋蔵量50億tの黒姫山

と16万kWの発電設備という豊富な資源を誇る。

2 大牟田工場
デンカ創立翌年に開設、以来無機化学製品の

拠点として独自の電炉技術、高温技術、窒化技

術をベースにセラミックスの最先端分野を開拓。

近年では、ファインセラミックス、電子・機能材料

領域への積極的に進出。

3 千葉工場
国内屈指の規模を誇るスチレンモノマープラント

を源流にスチレン系樹脂事業を展開。近年は機

能性樹脂の他、樹脂加工部門を強化している。

5 大船工場
押出成型技術や粘着塗工技

術をベースに合成繊維や包装

資材などの製品を開発・製造。

6 伊勢崎工場
食品包装・電子部品搬送用の各種シート・フィル

ムなどを製造。加工技術センターと緊密な連携

で、樹脂素材の開発力と加工技術を結合し、独

自の製品を生み出す
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4 渋川工場
構造用接着剤、電子材料を中心と

したファイン製品を製造。有機系電

子材料事業の設備・研究の集約を

図り、その拠点化を推進している。
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セラミックス研究部セラミックス研究部

電子材料総合研究所電子材料総合研究所

高分子材料総合研究所高分子材料総合研究所

４．研究組織



中央研究所全景中央研究所全景（東京都町田市）（東京都町田市）
19621962年（昭和年（昭和3737年）開所年）開所

敷地面積：約1万坪
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地道な安全活動と継続的な教育・訓練の成果

６．安全成績

平成４年より、１７年間（４８０万時間）無災害を継続中



１．方針１．方針
３ゼロ（爆発火災事故・労働災害・業務上疾病）

２．重点実施項目重点実施項目
①リスクアセスメント
②変更管理
③安全確保に必要な知識、技能、資格取得の教育、訓練
④一人ひとりが自主的に取り組む安全活動
⑤作業環境の適性評価と改善の推進
⑥業務由来の疾病予防の推進

７．安全衛生活動方針（平成２２年度）



８．管理実行計画（管理部の例）



９．安全衛生活動の紹介

安全活動

教育・訓練

環境保全

健康衛生管理

設備保全



（１）「潜在・顕在ヒヤリハット」摘出活動

（２）改善提案活動

（３）職場巡視（パトロール）による改善

（４）社内安全査察による安全活動のレビュー

（５）職場安全交流会の開催（１回／年）

（６）安全標語の募集と掲示

９－１．安全活動



９-１-１．潜在・顕在ヒヤリハット摘出活動
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９-１-２．改善提案活動
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９-１-２．改善提案活動
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Webを活用して、改善摘出箇所と対応状況の「みえる化」を推進

９-１-３．職場巡視（パトロール）による改善



９-１-４．社内安全査察による

安全活動のレビュー

現場
査察

会議室での
活動報告

事前査察

平成２１年６月８日

本査察

平成２１年１０月１５日



９-１-５．職場安全交流会の開催

各事業所の代表者（主任・作業長クラス中心）が一堂に会し、
自職場の安全活動の報告、職場紹介、意見交換を行う。



９-１-６．安全・衛生標語の募集と掲示

月替わり安全標語の職場掲示 ⇒ 町田労働基準協会賞の受賞
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９－２．設備保全活動

（１）新設備の安全性アセスメント

０９年度は、3件実施

（２）工事前安全確認の励行（ﾁｪｯｸﾘｽﾄ）

（３）設備保全計画の推進（老朽化対策）



９-２-１．新設備の安全性アセスメント

アセスメントの手順

（１）保安基準書の作成

・設備設計基準 ・保安対策、環境対策

・取り扱い物質の危険性評価

・関連法規、ＯＳＮ ・教育、訓練内容

・保護具基準

（２）現地査察（職制、担当者、安全管理担当）

・類似設備の事故事例の検討

・要改善箇所の指摘

（３）改善結果の確認（試運転前）



９－３．教育・訓練活動

（１）ヒヤリハット・災害事例の検討

（２）危険性体感教育

（３）総合防災・消火栓操作・救急救命等の訓練

（４）緊急時想定訓練（火災・停電・地震等）

（５）危険物・高圧ガス取り扱い教育

（６）新人・転入者受入教育（メンターの配置）



９-３-１．ヒヤリ・災害事例の検討

事例検討の手順

（１）安全衛生委員会で検討

・類似災害の可能性検討

・委員長のコメント、指示

（２）各職場での検討

・原因等について全員で話し合い

・職場内類似箇所の調査

・対応策の実施、委員長指示の実施

（３）職場巡視による対応の確認



９-３-２．体感教育（１）

（１）高温物の危険性と取り扱いの実技教育

耐熱手袋 軍手



粉塵爆発

（２）「火災爆発」「挟まれ・巻き込まれ」の体感教育

静電気着火

巻き込まれ（Ｖベルト）

挟まれ（ロール）

９-３-２．体感教育（２）



（３）液体窒素取扱の教育

９-３-２．体感教育（３）

基本ルールの遵守
保護眼鏡、保護手袋の完全着用！

袖捲り厳禁！



９-３-３．総合防災・消火栓操作

・救急救命等の訓練

救急救命訓練はしご車避難訓練消火訓練

AED操作訓練



９-３-４．緊急時想定訓練

（火災・停電・地震等）

起震車体験

停電対応体験

変電設備の点検

エレベーター封鎖



９-３-５．危険物・高圧ガス取り扱い教育

有機溶剤着火実験.  

有機溶剤の危険性教育
①燃焼の三要素
②「火が走る」、「爆発する」

メタノール、アセトンなどの着火実験動画
③特性と正しい取り扱い方

中毒防止対策を具体的に解説

（１）有機溶剤の取り扱い方



（２）高圧ガスの取り扱い方

実体験を通じて，技術習得と安全意識の高揚を図る。

「高圧ガスボンベ取り扱い」

① 概要および急所を確認（左上）

関連ヒヤリハットを復習

② ボンベの移動方法を体験（右上）

③ キャリアを用いた移動を体験（右下）

この他、ボンベ交換やバルブ開閉を
体験し、作業の要所や危険箇所を
確認

９-３-５．危険物・高圧ガス取り扱い教育



９-３-６．新人・転入者受入教育

１．規則とルールの説明：安全活動概要、安全衛生規則、基本的事項の解説。
２．廃棄物処理方法の説明

・廃棄物の分別、廃棄方法（ゴミ出しのルール）、 ・ドラムキャリーの使用方法、 ・機密書類の廃棄

・廃液処理の方法（溶剤・油、酸・アルカリ溶液）、・資源ゴミ（ダンボール、雑誌、新聞等）、
・危険性の高い薬品の取り扱い方法

３．安全関係

（１）なぜ不安全行動をするのか。その心理的要因をさぐる。 （動画、資料）

・不安全行動の心理：①近道反応・省略行為、②憶測判断、③不確認の3点から災害防止

（２）低電圧の危険 （動画、資料、実演）

①安全の切り札 アース・漏電遮断器、②みんなの安全 １００Ｖでの死亡災害

（３）危険 有機溶剤 燃焼実験と取り扱い方 （動画、資料）
・「有機溶剤とは」､「種類」､「燃焼の三要素」､「性質」などを説明

（４）危険物の性質と事故 （動画、資料）

・｢消防法でいう危険物とは｣､｢火災事故原因と対策｣などを説明

（５）酸素欠乏症 「酸欠の怖さと酸素濃度」などを資料等で説明

（６）ハインリッヒの法則 ｢1件の死亡災害背景に､29件の軽傷事故と300件のHH｣を説明

（７）｢かもしれないカード｣ （動画、資料） カードの使い方、常時携帯して事前ＫＹ

（８）提案活動、潜在ヒヤリ摘出等の説明
・職場のモチベーションアップとスキルアップ、改善などの大切さを説明。

（９）理解度チェック 講義終了後、理解度チェック。



教育後の感想

７日間の教育後の理解度チェック

レポートの作成



９－４．健康衛生管理

（１）法定健康診断の完全実施とフォロー

（２）特定保健指導（産業医による継続的個人指導）

（３）産業医による健康相談

（４）産業医による健康衛生講演会の開催

（５）環境測定



ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ

９-４-２．特定保健指導

（産業医による継続的個人指導）

チェック
シート



９-４-３．産業医による健康相談

① 頻度 数回／年（健康診断後など）

② 相談内容

・ 健康診断結果と今後の対応

・ 職場環境の改善方法

・ 生活習慣病の予防方法

・ その他



07年度：「メタボリックシンドロームについて」
08年度：「身体と心の健康づくり」
09年度：「みんなが決意、みんながつくる

心の健康・明るい職場」

９-４-４．産業医による

健康衛生講演会の開催



１０．その他のＣＳＲ活動

（１）環境マネジメントシステム(ISO14001)
の維持と活用

（２）子供化学教室、社会科見学の開催

（３）研究所周辺の清掃



１０－１．ＩＳＯ１４００１の維持と活用

認証書 更新審査（認証取得６年目）



●文書類や情報を所内ＷＥＢで一括管理



１０－２．子供化学教室、社会科見学会

平成２１年度

６月、８月、９月に、計３回実施



１１．今年度の新たな取り組み

行動災害の撲滅を目指して

（１）リスクアセスメントの試行

（２）危険予知訓練の再開

（３）指差呼称の習慣化

（４）視覚教育（ＤＶＤ教材等）



ご静聴、ありがとうございました。ご静聴、ありがとうございました。

ご安全にご安全に


